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我々の世界で真空と定義されているものはクォーク・反クォークの対で満た

されている。南部と Jona-Lasinio が示したように、このクォーク・反クォーク

の対が凝縮(カイラル凝縮) することによりカイラル対称性は自発的に破れ素粒

子は質量を持つ。空間に非一様な結晶構造のような状態をとるほうが、従来考

えられてきた構造と比べより安定な状態ではないのかと考えられている(これを

chiral density wave ; CDW 相 とよぶ）。 

ここでは非一様なカイラル凝縮に着目し正則化の方法として３次元運動量カ

ットオフを導入し検証をおこなった。南部と Jona-Lasinio の模型(NJL model)

を用いて、カイラル凝縮が非一様状態；    5 3cos , sini         q r q r であ

ることを仮定し、有限密度、有限温度のもとでどのような状況下で非一様なカ

イラル凝縮が実現するかについて言及し、相転移の性質がどのように変わるか

について検証する。 
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